[bookmark: _mvz0avw2y0r1]AI開発依頼書・基本構想案
[bookmark: _p2xpp83rtyzk]1. 募集概要
案件タイトル：【Edge/Chrome両対応】在宅医療向け電子カルテ連携 AI業務効率化ブラウザ拡張機能の開発

開発目的：新規患者の初診カルテ作成、再診カルテ入力、各種医事文書作成業務のAIによる自動化・効率化。

募集職種：AIシステムエンジニア / フルスタックエンジニア（生成AIを活用したWebシステム・ブラウザ拡張機能開発の実績がある方）

開発手法：Microsoft Edge および Google Chrome の両方で動作する拡張機能（Extension）によるフロントエンドへのデータ流し込み、およびLLMを用いた医療文書解析サーバーの開発。
[bookmark: _omr71b6g7ar6]【重要】マルチブラウザ（特にMicrosoft Edge）対応を求める理由
当院では、業務効率化および画面スペースの有効活用のため、Microsoft Edgeの「縦タブ（垂直タブ）」機能を標準ワークフローとして採用しており、Edgeをメインブラウザとして運用します（Google Chromeはサブ運用）。
そのため、拡張機能の開発にあたっては「Edge・Chrome双方のストアへの公開、あるいは同一パッケージ（Manifest V3準拠）で両ブラウザに問題なくインストールでき、同様の挙動・UI表示が担保されていること」を必須要件とします。
[bookmark: _nzmbi1o8b0e]2. システム基本構想（開発ロードマップ）
[bookmark: _5pf5abdnijhw]①新患カルテ作成補助
[bookmark: _vwfs23s70zgf]（1）診療情報提供書（PDF/画像）からの情報抽出・カルテ生成
ユーザーアクション：電子カルテ内の専用UIに、紹介状（診療情報提供書等）のPDFや画像ファイルをドラッグ＆ドロップまたはクリックでアップロードする。 
 AI処理：OCRおよびLLMを用いて、患者基本情報（氏名、生年月日、住所、キーパーソン等）、紹介元情報、診断名、経過、生活歴などを高精度に解析。
当院指定の「新患カルテフォーマット」に従い、解析データ（AI生成テキスト）をマージした所見文（下書き）を出力する。  UI/UX: 画面上でAIが出力した青字部分（AI生成）と、固定フォーマット部分が判別でき、手動で容易に修正・確定を行えること。
[bookmark: _r4el1ppbd4mh]（2）薬剤情報の読み取り＆院外処方自動入力
機能：診療情報提供書等に含まれる「現在の処方」の画像・PDFから薬剤名、用法、用量を解析。
動作： 読み取った薬剤情報を一覧表としてプレビュー表示し、ユーザーが確認・修正した後に「確定」ボタンを押すことで、電子カルテの院外処方欄へ自動入力（一般名処方への変換含む）される仕組みを構築する。
[bookmark: _136mlxvzzw60]②再診カルテ作成・入力補助
[bookmark: _o3cufo1qxu15]（1）再診カルテ入力およびバイタル一括作成
施設から届くバイタル表（PDF）をアップロードし、OCR・AI解析によって複数患者の「体温・血圧・SpO2・特記事項」を抽出し、該当日の定期訪問カルテ（下書き）へ一括で自動記入・追記する機能。
電子カルテ内の患者リストとOCR読み取り氏名の「完全一致」「部分一致」「一致なし」を判定する照合システムのUI実装。
[bookmark: _at3qkerqdgtz]（2）診療報酬（算定行為）の自動判定・チェック
カルテ内の記述や過去実績、介護度等から、在宅患者訪問診療料、在医総管/施医総管、包括的支援加算、在宅精神療法などの各種加算・算定行為を自動判定・自動入力するロジックの実装。
対象算定：在宅患者訪問診療料（同一建物判定）、在医総管/施医総管（月1回自動判定・重複削除）、居宅療養管理指導、包括的支援加算（難病併算定防止）、在宅精神療法、薬局への診療情報提供料、精神科継続外来支援・指導料、在宅医療情報連携加算、在宅移行早期加算、在宅酸素療法（5点セット一括加算）、持続性抗精神病注射薬剤治療指導管理料、特定薬剤治療管理料。
[bookmark: _sygizp12bzb9]③医事文書・各種診断書作成補助
[bookmark: _iodo7whnka2y]（1）在宅医療計画書作成機能
カルテやサマリ、メモから「主たる傷病名」「訪問診療予定日（例: 月2回等）」、寝たきり度、要介護度、認知症自立度、必要な介護サービス、看護必要度等をAIが直近の状況から自動判断・選択。  「新規/更新」の自動判別（新規作成時は新規、コピー作成時は更新を自動選択）。  固定文言（服薬留意事項、訪問診療計画等）および緊急連絡先（自院情報）の自動入力。  連携医療機関の抽出（初期実装ではカルテ等から抽出、将来的に設定画面からのプリセット登録に対応予定）。
[bookmark: _rkinh5527vj2]（2）訪問看護指示書（通常/精神）
指示期間の自動判定、傷病名コードの上位3つ選択、病状・治療状態（最大500文字程度）の自動生成。褥瘡の深さ（NPUAP/DESIGN分類）の自動チェック、装置・機器等（5種類等）の自動記述。

[bookmark: _mducfun7amnx]（3）診療情報提供書フォーマットへの自動テキスト生成
当院指定の「診療情報提供書フォーマット（ひな形）」に沿って、以下の項目を自然かつ適切な医療専門用語を用いて自動生成する。
傷病名・既往歴（カルテの登録病名から重要度の高いものを抽出）、紹介目的（例: 専門的加療の依頼、急性増悪による入院依頼、転医など、ユーザーが事前に選択した目的を反映）現在の処方（最新の院外処方データを正確にリスト化・転記）、診療経過（ここが最重要項目）：「いつから」「どのような症状があり」「当院でどう対応し」「現在どのような状態か」を、時系列を意識した簡潔な文章で下書き生成。
[bookmark: _1c10j483fddz]（4）主治医意見書 / 医師意見書
最終診察日（直近定期訪問日）、作成回数の自動判定。
第2号被保険者判定と診断名1〜3の優先度ロジック、症状の安定性（安定/不安定/不明）のAI判定、質問票PDFからのADL・認知面要約および各チェックボックスへの自動流し込み。
[bookmark: _nwkv0hnlii47]（5）自立支援医療診断書 / 精神障害者保健福祉手帳用診断書
精神障害データベースからの名称＋ICDコード自動入力。
重度かつ継続の判定スキップロジック（ICDコードF40-F99以外の場合）。

[bookmark: _lg5ewvswn0f8]③技術要件・システム構成
フロントエンド：EdgeおよびChromeに対応した拡張機能コードの記述。電子カルテのDOM解析、UIのインジェクション、フォームコントロールへの確実なデータ流し込み。

バックエンド/AIサーバー：Python (FastAPI / Flask 等)利用予定LLM: OpenAI API (GPT-4o系) / Anthropic Claude API / Google Gemini API 等（精度とコスト、医療情報のセキュリティを考慮して選定。高負荷時のエラーハンドリング必須）。 

OCRエンジン：クラウドAI OCR（Vision API 等）またはLLMのマルチモーダル機能を活用。
認証基盤：Googleアカウント（GoogleWorkspace）を用いたOAuth2ログイン認証（edge拡張機能側でのログイン状態管理）。




[bookmark: _hzq4xubo75z3]Google Workspace運用・Webサイト構築・ICT連携システム 開発依頼書
[bookmark: _mjk54j9y9kth]1. 募集概要
案件タイトル：【新規開業】Google Workspace（GAS連携）を活用した在宅医療ICT連携システム構築およびWebサイト制作開発
目的：
FAX完全撤廃とICT活用体制の確立：「在宅医療情報連携加算」の算定要件を満たす、関係機関（施設・訪看・CM・薬局）とのデジタル情報共有基盤の構築。
ノンコア業務の自動化：新規患者の受付や外来予約をWebで完結させ、院内業務をペーパーレス化・効率化する。
主要技術（想定）：Google Workspace（Googleドライブ、Googleチャット、Gmail、Google Apps Script: GAS）、WordPress（またはSaaS系Web制作ツール）、各種Webフォームツール。
[bookmark: _crx68ekdsf81]【重要】
Google Workspace（特にGAS、GoogleドライブAPI、GoogleチャットWebフック）を用いた社内DX・自動化システムの構築実績。

WordPress等を用いた、セキュリティ対策万全なWebサイトおよび各種フォーム、予約システムの構築経験。

医療・介護分野、あるいは個人情報を厳重に扱うBtoBシステムの開発経験（機密保持を徹底できる方）。
[bookmark: _30pjw34sjw2a]2. システム基本構想案・要求仕様
Google Workspaceを活用した関係機関とのICT連携システム（加算対象）FAX番号を取得せず、Google Workspaceを中心に関係各所（病院、ケアマネジャー（CM）、訪問看護（訪看）、薬局、施設）との情報共有網を構築します。
[bookmark: _67yjjxetrlkx]①ドライブ共有と自動通知仕組み（GAS開発）
構造：Googleドライブ内に「関係機関（施設・訪看・CM・薬局）ごと」の共有フォルダ（または共有ドライブ）を作成。
運用：当院が「診療レポート」や「処方箋」のPDFを該当フォルダにアップロードする。  自動通知機能（要開発）：フォルダにファイルが追加されたことをトリガーに、Google Apps Script (GAS)を起動。先方の登録メールアドレスへ「新しい書類がアップロードされました（安全なリンク付き）」と自動通知メールを送信する。（拡張性）先方がGoogleチャットを利用可能な場合は、指定のチャットスペースへも同時通知。
[bookmark: _dw4nnm8atnq]②チャットを主軸とした日常的コミュニケーション
関係機関ごとに「Googleチャット」のスペース（外部ユーザー招待機能を利用）を作成し、日常的な連絡はチャットに集約。FAXや電話の往復を削減します。

[bookmark: _4tnenvn06yqf]3.クリニック公式ホームページ（Webサイト）の構築
一般的なクリニックの紹介ページ（診療内容、医師紹介、訪問エリア、アクセス等）に加え、業務の自動化・ペーパーレス化に直結する以下の機能を実装します。
[bookmark: _65w6tz9u2smx]①新規患者の「紹介・依頼」受付フォーム
対象：地域の病院の地域連携室、ケアマネジャー、患者家族など。

機能：ページ上で患者情報（氏名、住所、病歴、現在の状況など）を入力し、必要に応じて紹介状（診療情報提供書）などのPDFを添付して送信できる機能。

通知フロー：

送信完了後、院内の指定「Gmailアドレス」へ即座に通知メールが届く。

（推奨提案）同時に院内の「Googleチャット（例：#新患受付部屋）」に内容が自動ポストされ、スタッフがリアルタイムで気付く仕組み。
[bookmark: _uygi0ikeudvl]②完全ネット完結型の「外来予約」システム
方針：電話受付は行わず、ホームページからのネット予約のみで運用。

機能：患者情報、希望の診療メニュー、予約日時をカレンダーから選択して送信。

通知フロー：

予約完了時に、患者へ「自動返信メール（予約確定/リマインダー）」を送信。

院内側には、「Googleカレンダー」の特定の枠へ自動的に予約が同期・登録され、同時に担当者へ通知が飛ぶ仕組み（プラグインやGAS等を利用）。




[bookmark: _phlijjitsx7f]③マイナ保険証 登録案内ページの掲載
目的：初診時や定期的なオンライン資格確認（マイナ保険証）の利用を促進し、医療事務の負担を軽減する。

機能：

患者やご家族がスマートフォン等で読み取るための案内・QRコードを掲載。

厚生労働省や社会保険診療報酬支払基金が提供している公式の利用登録マニュアルや「マイナポータル」への動線をわかりやすく配置し、Web上で承認・確認作業が完結できるよう案内する。

[bookmark: _rv618iiu7975]4.技術要件・開発環境
Webサイト構築：WordPress（セキュアなフォームプラグインの選定必須）、または構築・保守が容易なWebツール。レスポンシブ対応（スマホ最適化）。

フォーム連携・自動化：Google Apps Script (GAS)

フォームに入力されたデータをGoogleスプレッドシートに自動蓄積し、そこからGmailやGoogleチャットへ通知を飛ばすロジック。

セキュリティ：医療情報・個人情報を取り扱うため、WebサイトのSSL化はもちろん、フォーム通過時のデータ暗号化、Googleドライブの適切なアクセス権限設定（外部ユーザーの閲覧・編集権限の制御）を厳格に行うこと。


